
●	

令
和
２
年
度　

飛
騨
市
一
般
会
計

�

補
正
予
算
（
補
正
第
２
号
）

　

�　

人
件
費
補
正
、
国
庫
補
助

金
内
示
に
伴
う
歳
入
歳
出
の

調
整
な
ど
に
よ
り
、
２
憶

９
４
８
万
円
を
増
額
し
、
総
額

２
１
１
億
４
６
３
１
万
円
と
す
る
。

●	

令
和
２
年
度　

飛
騨
市
一
般
会
計

�

補
正
予
算
（
補
正
第
３
号
）

　
（
17
日　

追
加
上
程
）　

　

�　

コ
ロ
ナ
対
策
関
連
に
よ
り
、

１
億
１
８
１
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
２
１
２
億
６
４
４
１
万
円
と

す
る
。

●	

令
和
２
年
度　

飛
騨
市
農
村

�

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

�

（
補
正
第
１
号
）

　

�　

下
水
道
料
金
の
還
付
金
発

生
に
伴
い
補
正
す
る
。
総
額

３
億
２
９
３
６
万
円
と
す
る
。

　

�　

神
岡
町
旧
山
田
小
学
校
跡
地
に

整
備
す
る
生
活
介
護
を
含
め
た
多

機
能
型
障
が
い
者
支
援
施
設
の
設

置
、
管
理
に
関
し
て
条
例
制
定
。

●	

財
産
の
無
償
譲
渡

�

（
神
岡
町
山
田
倉
庫
）

　

�　

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
無
償

貸
与
し
て
き
た
倉
庫
を
神
岡
鉱
業

㈱
に
譲
渡
す
る
。

●	

財
産
の
無
償
譲
渡

　
（
河
合
町
天
生
器
具
庫
）

　
（
河
合
町
角
川
宮
本
器
具
庫
）

●	�

令
和
元
年
度
飛
騨
市
一
般
会
計

�

繰
越
明
許
費
繰
越
に
つ
い
て

　

�　

令
和
元
年
度
よ
り
２
年
度
へ
繰

越
を
行
っ
た
事
業
報
告
。

●	

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　

�　

５
月
24
日
に
神
岡
町
船
津
地
内

で
発
生
し
た
住
宅
火
災
の
消
火
活

動
時
に
、
破
損
し
た
窓
ガ
ラ
ス
の

賠
償
に
つ
い
て
報
告
。

●	�

飛
騨
市
土
地
開
発
公
社
の

�

経
営
状
況
報
告

　

�　

令
和
元
年
度
の
経
営
状
況
報
告
。

●	

令
和
２
年
度　

飛
騨
市
一
般
会
計

�

補
正
予
算
（
専
決
第
２
号
）

　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
、
特
別
融
資
の
増
額
な
ど
、

５
月
25
日
に
行
っ
た
2.2
憶
円
の
専

決
予
算
を
承
認
。

●	

財
産
の
取
得

　

�　

動
産
の
買
い
入
れ
価
格
が
２
千

　
（
河
合
町
新
名
器
具
庫
）

　
（
宮
川
町
戸
谷
器
具
庫
）

　

�　

用
途
廃
止
し
た
消
防
団
器
具
庫

を
地
元
に
防
災
庫
、
ゴ
ミ
集
積
所

と
し
て
譲
渡
す
る
。

●	�

飛
騨
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損

害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の

改
正
に
伴
い
改
正
。

●	
�

飛
騨
市
指
定
金
融
機
関
の

�

指
定
の
変
更

　

�　

指
定
金
融
機
関
の
輪
番
制
に
よ

り
、
令
和
２
年
10
月
か
ら
３
年
間
、

飛
騨
信
用
組
合
に
変
更
す
る
。

●	

飛
騨
市
生
涯
学
習
施
設
条
例
を

�

廃
止
す
る
等
の
条
例

　

�　

神
岡
東
生
涯
学
習
館
の
廃
止
に

伴
い
、
生
涯
学
習
施
設
条
例
を
廃

止
。
施
設
の
一
部
を
公
民
館
へ
転

用
す
る
こ
と
に
伴
い
、
公
民
館
条

例
、
使
用
料
徴
収
条
例
を
改
正
。

●	

飛
騨
市
観
光
施
設
条
例
の
一
部
を

�

改
正
す
る
条
例

　

�　

ひ
だ
流
葉
ス
キ
ー
場
を
当
該
条

例
に
位
置
付
け
る
。（
普
通
財
産

か
ら
行
政
財
産
に
変
更
し
、
今
後

の
管
理
を
行
う
こ
と
と
す
る
）

　

万
円
以
上
の
議
決
。

　
（
ロ
ー
タ
リ
ー
付
除
雪
ド
ー
ザ
）

　
（
除
雪
ド
ー
ザ
）

　
�　

更
新
計
画
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
、
宮
川
町
と
河
合
町
に
配
備
予

定
。

●	�

飛
騨
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�　

上
位
法
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
等

に
伴
い
改
正
。

●	

飛
騨
市
多
機
能
型

�

障
が
い
者
支
援
施
設
条
例

2

定例会の概要

６
月
定
例
会
　
17
日
間
の
会
期
で
開
催

令
和
２
年　

第
３
回
定
例
会
（
６
月
８
日
～
24
日
）

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、報
告
３
件
、承
認
１
件
、条
例
５
件
、財
産
譲
渡
５
件
、補
正
予
算
３
件
な
ど
、

計
21
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
、
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
日
に「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」を
可
決
し
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

◆ 

監
査
委
員
事
務
局�

（
１
件
） 

◆ 

総
務
部
（
神
岡
振
興
事
務
所
）�（
１
件
） 

◆ 

消
防
本
部�

（
５
件
） 

◆ 

商
工
観
光
部
局�

（
１
件
）

《
補
正
予
算
》�

（
３
件
）

◆ 

市
民
福
祉
部�

（
１
件
） 

《
専
決
処
分
》�

（
１
件
）

《
繰
越
明
許
費
報
告
》�
（
１
件
）

◆ 

総 

務 

部�

（
１
件
） 

◆ 

企 

画 

部�

（
１
件
） 

◆ 

基
盤
整
備
部�

（
２
件
） 

◆ 

会
計
事
務
局�

（
１
件
）

◆ 

教
育
委
員
会�

（
１
件
）

ロータリー除雪車での道路除雪

ひだ流葉スキー場

無償譲渡した山田倉庫



る
」
条
件
を
入
れ
る
か
。

A 

今
は
ま
だ
検
討
中
で
あ
る
。

Q 

飛
騨
ゆ
い
へ
の
指
定
期
間
は

３
ヵ
月
で
そ
れ
以
降
は
な
い
と
の

認
識
で
良
い
か
。

A 

議
案
に
も
３
ヵ
月
と
明
示
し

て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

総

務

部

　
（
市
民
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

�

乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
）

Q 

市
民
ド
ラ
イ
バ
ー
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
試
行
期
間
は
。

A 

今
年
10
月
か
ら
導
入
し
、
稲

越
地
区
で
１
年
ほ
ど
試
行
す
る
。

Q 

試
行
が
順
調
な
ら
各
地
域
で

も
実
施
す
る
の
か
。

A 

運
行
の
目
途
が
立
て
ば
他
の

路
線
も
検
討
し
て
い
く
。

Q 

バ
ス
乗
り
場
で
乗
車
か
、
そ

れ
と
も
各
家
庭
ま
で
行
く
の
か
。

A 

各
家
庭
で
乗
車
し
、
目
的
地

ま
で
行
く
。

Q 

利
用
料
金
は
。

A 

均
一
２
０
０
円
を
想
定
し
て

い
る
。

Q 

予
約
方
法
と
利
用
者
の
制
限

は
。

A 
前
日
予
約
で
稲
越
地
区
の
方

や
、
他
地
域
の
方
の
利
用
も
可
能
。

　
（
財
政
調
整
基
金
）

Q 

コ
ロ
ナ
対
策
で
財
政
調
整
基

金
を
５
億
円
ほ
ど
使
っ
た
が
、
今

後
第
２
・
第
３
波
が
来
て
も
大
丈

夫
か
。

A 

国
か
ら
の
交
付
金
と
新
た
に

２
兆
円
の
配
分
が
決
ま
る
が
、
全

額
補
填
に
は
な
ら
な
い
が
、
財
政

調
整
基
金
は
大
丈
夫
。

　
（
職
員
採
用
）

Q 

令
和
３
年
度
市
職
員
の
採
用

予
定
は
。

A 

７
月
12
日
予
定
、
高
卒
採
用

は
９
月
20
日
に
採
用
試
験
を
予
定
。

Q 

高
卒
の
募
集
人
員
は
。

A 

高
卒
程
度
の
一
般
職
員
は
２

名
予
定
。

　
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

Q 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
間
の
定

例
的
な
交
流
や
情
報
交
換
会
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

A 

現
在
は
実
施
し
て
い
な
い
。

今
回
２
名
加
わ
り
５
名
と
な
る
の

で
、
交
流
会
を
計
画
す
る
。

Q 

行
政
が
も
っ
と
活
か
す
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A 

最
長
３
年
で
あ
る
が
地
に
足

を
付
け
た
活
動
が
必
要
。
５
名
が

連
携
で
き
る
体
制
と
定
住
も
含
め

た
取
り
組
み
を
す
る
。

　
（
市
政
世
論
調
査
）

Q 

世
論
調
査
は
、
総
合
政
策
審

議
会
に
結
果
を
基
礎
資
料
と
し
て

提
出
す
る
の
か
。

A 

今
回
、
普
通
財
産
か
ら
行
政

財
産
と
す
る
の
は
18
棟
。

Q 

リ
フ
ト
料
金
は
、
い
つ
設
定

さ
れ
た
の
か
。

A 

平
成
30
年
に
改
訂
さ
れ
た
も

の
で
、
消
費
税
改
定
増
税
分
も
調

整
さ
れ
て
い
る
。

Q 

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
は

指
定
管
理
で
行
う
の
か
。

A 

指
定
管
理
者
か
ら
一
部
業
務

委
託
と
い
う
形
で
パ
ト
ロ
ー
ル
業

務
を
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
委
託
さ

れ
る
。

Q 
契
約
が
６
月
30
日
で
破
棄
さ

れ
る
最
大
の
原
因
は
コ
ロ
ナ
不
況

か
。

A 

協
定
終
了
期
日
の
協
議
を

行
っ
て
き
た
が
、
協
定
が
整
わ
な

い
こ
と
に
よ
り
指
定
管
理
の
取
り

消
し
を
行
っ
た
。

Q 

飛
騨
ゆ
い
に
指
定
管
理
者
が

変
わ
る
が
賃
金
ベ
ー
ス
は
。

A 

従
業
員
の
給
料
、
勤
務
体
系

は
現
状
維
持
。

Q 

10
月
以
降
の
全
国
公
募
に「
従

業
員
の
雇
用
は
現
状
を
優
先
す

Q 

指
定
金
融
機
関
の
変
更
時
に
、

金
融
機
関
の
生
の
声
を
聞
い
て
い

る
か
。

A 

事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

細
か
く
聞
い
て
い
る
。

Q 

流
葉
ス
キ
ー
場
の
指
定
管
理

料
は
。

A 

指
定
管
理
の
公
募
に
向
け
て
、

予
算
額
の
積
算
を
行
っ
て
い
る
。

Q 

議
会
へ
の
報
告
は
。

A 

９
月
議
会
前
の
全
員
協
議
会

に
提
示
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

Q 

観
光
施
設
条
例
の
中
に
は
、

同
一
箇
所
に
あ
る
施
設
そ
れ
ぞ
れ

が
個
別
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

ま
ま
残
る
の
か
。

A 

今
回
、
こ
れ
ら
を
一
斉
に
改

正
す
る
の
で
は
な
く
、
追
加
の
主

目
的
で
あ
る
流
葉
ス
キ
ー
場
を
掲

載
す
る
に
あ
た
り
、
類
似
の
施
設

で
あ
る
河
合
ス
キ
ー
場
と
整
合
性

を
保
つ
た
め
に
整
理
を
行
う
。

Q 

流
葉
ス
キ
ー
場
の
建
物
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

Q 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
こ
れ
ま
で
の
働
き
は
。

A 

固
定
資
産
制
度
の
申
し
立
て

が
平
成
27
年
度
に
１
件
あ
っ
た
。

Q 

施
設
設
置
ま
で
の
流
れ
は
。

A 

８
月
ま
で
に
募
集
要
項
を
作

り
、
９
月
に
公
募
す
る
。

Q 

利
用
料
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

A 

短
期
入
所
の
み
個
人
料
金
を

定
め
る
。

Q 

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令

の
改
正
に
伴
い
法
定
利
率
が
改
正

さ
れ
る
が
利
率
は
。

A 

今
年
か
ら
３
％
。
３
年
ご
と

に
見
直
す
。

予
算
特
別
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

3

定例会の概要

常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

◆
議
案
第
70
号

飛
騨
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

◆
議
案
第
71
号

飛
騨
市
多
機
能
型

障
が
い
者
支
援
施
設
条
例

◆
議
案
第
77
号

飛
騨
市
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

◆
議
案
第
78
号

飛
騨
市
指
定
金
融
機
関
の

指
定
の
変
更

◆
議
案
第
80
号

飛
騨
市
観
光
施
設
条
例
の

一
部
改
正

◆
議
案
第
83
号

指
定
管
理
者
の
指
定
（
飛

騨
市
神
岡
広
域
総
合
交
流

促
進
施
設
、
飛
驒
市
流
葉

自
然
休
養
村
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
、
飛
騨
市
流
葉
自

然
休
養
園
コ
テ
ー
ジ
）



Q

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助

金
の
予
算
が
、
な
ぜ
１
億
円
か
ら

１
億
８
千
万
円
に
膨
れ
上
が
っ
た

の
か
。

A

締
め
切
り
間
近
に
申
し
込
み

が
集
中
し
膨
れ
上
が
っ
た
。
対
象

工
事
の
追
加
や
上
限
を
30
万
円
と

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。

Q

リ
フ
ォ
ー
ム
の
内
容
は
。

A

エ
ア
コ
ン
購
入
、
屋
根
の
改

修
、
部
屋
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
順
で

申
請
が
多
い
。

Q

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
今
後
の

問
題
点
は
。

A

リ
フ
ォ
ー
ム
の
仕
事
が
一
段

落
す
る
と
需
要
が
減
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
後
の
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

Q

工
事
が
遅
れ
て
３
月
の
年
度

末
ま
で
に
完
成
し
な
い
場
合
の
補

助
金
は
も
ら
え
な
い
の
か
。

A

今
年
度
交
付
決
定
で
、
令
和

４
年
３
月
末
ま
で
に
完
成
で
の
要

件
と
な
っ
て
い
る
。

Q

牛
の
健
康
状
態
を
リ
ア
ル
に

把
握
で
き
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

導
入
支
援
事
業
と
は
。

A

キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

牛
の
首
に
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け

て
、
牛
の
行
動
を
随
時
把
握
し
て

健
康
状
態
を
管
理
す
る
。

商
工
観
光
部

　
（
新
規
採
用
）

Q

来
年
度
の
高
卒
者
の
新
規
採

用
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

が
あ
る
の
か
。

A

新
規
採
用
を
確
保
し
て
頂
け

る
よ
う
、
企
業
に
対
し
て
支
援
す

る
。

　
（
飛
騨
市
あ
ん
し
ん
の
宿
）

Q

飛
騨
市
あ
ん
し
ん
の
宿
は
、

宿
泊
事
業
緊
急
対
策
事
業
の

３
０
０
０
円
～
５
０
０
０
円
の
補

助
拡
大
を
し
た
も
の
か
。

A

別
で
す
。
５
月
31
日
で

３
０
０
０
円
～
５
０
０
０
円
は
終

了
。
飛
騨
市
あ
ん
し
ん
の
宿
は
、

６
月
か
ら
９
月
30
日
の
期
間
で

３
０
０
０
円
を
助
成
す
る
。

基
盤
整
備
部

　
（
市
道
改
良
）

Q

市
道
上
気
多
―
杉
崎
線
の
歩

道
設
置
事
業
の
概
略
設
計
は
。

A

現
地
の
建
築
物
、
用
水
路
等

の
現
況
を
考
慮
し
検
討
す
る
。

　
（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
）

A

時
期
的
に
間
に
合
わ
な
い
の

で
、
何
ら
か
の
形
で
示
す
。

Q

調
査
は
、
記
名
、
無
記
名
か
。

A

無
記
名
。

Q

毎
年
や
ら
な
く
て
も
隔
年
で
良

い
の
で
は
。

A

世
論
調
査
は
ニ
ー
ズ
調
査
も

あ
る
が
、
市
民
の
暮
ら
し
向
き
、

満
足
度
な
ど
経
年
で
初
め
て
わ
か

る
の
で
毎
年
予
定
。

消
防
本
部

　
（
消
防
団
員
数
）

Q

消
防
団
員
の
退
団
者
と
今
年

度
の
入
団
者
は
。

A

退
団
者
70
名
、
入
団
者
67
名
。

支
援
団
員
は
増
え
基
本
団
員
は

減
っ
て
い
る
。

市
民
福
祉
部

（
コ
ロ
ナ
対
策
の
連
携
）

Q
　
飛
騨
市
に
沢
山
あ
る
介
護
施
設

と
医
療
機
関
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
対

す
る
連
携
や
介
護
施
設
同
士
の
連

携
は
。

A
　
第
２
波
に
備
え
整
え
て
い
る
、

高
原
ケ
ア
ネ
ッ
ト
の
医
療
と
介
護
の

連
携
組
織
が
あ
り
、
感
染
症
対
策
の

現
状
調
査
を
行
い
対
策
の
共
通
認
識

と
す
る
。
今
後
、
古
川
、
河
合
、
宮

川
に
も
広
げ
る
。

農

林

部

（
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
）

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会（委員長 高原邦子）発議
により、意見書を可決しました。

また、国への意見書とは別に、岐阜県知事への意見書も発議、可決し、
6月26日に葛谷議長が県庁へ伺い、平木副知事へ意見書を手渡しました。

1.	協力金制度と協力金の対象要件の拡充について
協力金制度の継続と対象拡大。

2.	�医療体制の充実・強化について
	�飛騨圏域の医療機関への財政措置と医療機関への支援を強化。
隣接県での PCR 検査等、医療連携。

3.	検査体制の強化について
	�PCR 検査、抗体検査など必要な検査機器の整備や検査場所の確保。

4. 中高生の各種大会開催について
	�県大会に繋がる大会の開催。大会の観覧に対する関係団体への働きかけ。

4

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

定例会の概要

意見書（要望の内容）

６月定例会  最終日に意見書を可決




